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【ミッション】  小規模校の良さを生かしグローバル社会で活躍できる生徒の育成 
【ビ ジ ョ ン】  地域創生の核となる学校 
【学校教育目標】 『未来を拓く生徒の育成』 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【経営理念】 「少人数だからできる教育・蒲刈だからできる教育の創造」 
【経営目標】 
           
            
【研究主題】        
           
           
【学校体制】          
           
           
           
            
 
 
 
 
 
 
【中学校区で育成を目指す資質・能力と取組実践】 

資質・能力 目指す生徒像 具体的な力 取組実践 

知識・技能 

学んだことを実際
の社会や生活で生
きて働かせる児童
生徒 

身に付けた学習内容を他の
学習や生活の場面で活用で
きる。 

○子どもの問いを生かした「考える授業づくり」の推進 
○「課題発見・解決学習」や「教えて考えさせる授業」による確かな学
力の定着を目指した授業改善 

○ＩＣＴ機器を活用した個別最適な学び及び家庭学習の充実 
○ＡＩドリル，ドリルタイム，100 問テスト等による確かな学力の定着 
○授業や部活動におけるサーキットトレーニング等の習慣化 
○特別支援教育の推進による授業のユニバーサルデザイン化の実現 

思考・判断・表現 
未知の状況にも対
応できる児童生徒 

知識及び技能を活用して，
課題解決や未来を拓く行動
ができる。 

○「学び合い」による「主体的・対話的で深い学び」の実現 
〇読書活動やＮＩＥ教育の充実 
○学校図書館やＩＣＴ機器の積極的な活用 
○自分の思いなどを表現する場の設定による自己表現できる力の育成 

自己の生き方を 
考える力 

学んだことを人生
や社会に生かそう
とする児童生徒 

夢の実現に向けて自己の生
き方を考え，よりよく生き
るための行動ができる。 

○３年間を見通したキャリア教育の展開 
○多様な生き様に触れ自己の生き方を考える「未来を拓く 100の出会い」 
〇地域資源の活用による多様な価値観との出会い 
○挨拶，返事，靴揃え，時間を守る，丁寧な掃除 

協働的に関わる力 
郷土を愛し，協働
して貢献できる児
童生徒 

郷土や仲間を愛し，相手の
気持ちを尊重して協働し，
積極的に貢献できる。 

○地域の課題を解決する態度を育成する「ふるさと学習」の充実 
○生徒会活動を中心にした生徒の自主的活動の奨励 
○地域ボランティア等地域活動への参加の奨励 
○生徒の自己肯定感を向上させる異校種・異学年交流の充実 

社会に開かれた教育課程の創造 

～学びのエリア展開と地域資源の活用を通して～ 

 学びを活かし課題解決を図る児童生徒の育成 

～授業改善と地域の学びを通して～ 

１ ４つの「つながり」を重視し，小中一貫教育を推進しながら，集団の中で確かな学力と社会
性を身に付ける。 

２ 特別支援や生徒指導の視点及び個に応じた指導の充実を踏まえ，「課題発見・解決学習」及
び「考える授業づくり」によって，「主体的･対話的で深い学び」を目指した授業改善を行う。 

３ ＩＣＴ機器を効果的に活用し，授業改善や個別最適な学びを推進する。 
４ エリアや地域資源を活用し，地域の課題と向き合い，地域と協働した「ふるさと学習」を系
統的・教科横断的に発展させる。 

５ 一人一人の実態や思いに寄り添い，個に応じた支援や居場所づくりの充実を図る。 
６ 主任・主事を中心とした教職員のＯＪＴ等により，人材の育成及び組織力の向上を図ること
で，働き方改革を推進する。 

７「自分の命は自分で守る」力を育成することができるよう，防災教育の深化を図る。 
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